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3,200 分の 1 と予測されていた。
　一方、1990 年に打上げられたドイツ航空宇宙セ
ンタ （ーDLR）の天文観測衛星「ROSAT」（ROentgen 









率は「UARS」より高い 2,000 分の 1 と発表された。
　「ROSAT」の飛行経路をウェブ情報3）により追
跡したところ、10 月 23 日の日本時間 9 時 35 分前
後に日本上空を飛行して三陸海岸から太平洋へ抜





日本時間 10 月 23 日朝に、8 時 30 分から 14 時の
間と発表された。この中央値が 11 時 15 分であり、
実際の消失時間帯にかなり近いと言える。


























　2011 年 9 月、米国の地球観測衛星「UARS」が大気圏に再突入し、部品の一部が燃え尽きずに南
太平洋に落下した。続いて 10 月には、ドイツのX線天文観測衛星「ROSAT」がベンガル湾上空付






　　　　3）　REAL TIME SATELLITE TRACKING：http://www.n2yo.com
